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成果の概要／杉山由里子 

 

国際研究集会発表助成制度から助成いただき、ドイツのケルン大学グローバル・サウス研

究センター（University of Cologne, Global South Studies Center）にて開催された「アフリカの

未来 2023（African Futures 2023）」に参加し、口頭での研究発表を行った。この国際研究大

会は、ヨーロッパを拠点にアフリカ研究を行う研究者や関係者が集う、第 9回欧州アフリカ

研究会議 (The 9th European Conference of African Studies) の一環として開催された。本研究大

会は本来 2021 年 6 月に開催される予定だったが、パンデミックの影響により 2023 年に延

期されたものである。ヨーロッパはもちろんアメリカやアフリカ大陸はじめ 80カ国から約

1900人が参加し、245のパネルと 1400件の研究が発表された。このうち日本人の参加者は

5名であった。非常に熱気に溢れた大会で、このような雰囲気の中で発表できたことを光栄

に思うと同時に、これからの研究に対するモチベーションがより高まった。 

本研究大会の全体のテーマは、アフリカの過去、現在、そして未来の世界との関わりにつ

いて、アフリカ大陸の重要な役割を文化、環境、歴史、政治、言語の側面から探ることであ

る。その中でも報告者が参加したのは、文化に分類された『家族の記憶とアフリカの未来

（Family Memory and African Futures）』と題されたパネルで、ガーナ、ナイジェリア、ケニ

ア、ボツワナで調査をおこなう計 8 人が発表した。このパネルは、近年アフリカの多くの

人々が移住し離れて暮らすようになるなかで、彼らの記憶こそが家族を繋ぎ合いまた帰属

意識を与えているのではないか、という視点に基づき、アフリカにおける家族の記憶とその

実践のあり方をテーマとしたものである。午前と午後の部に分けてパネル発表が行われた

が、1 日を通して会場は満員となり、現在のアフリカにおいて“記憶”や“家族のあり方”

が、多くの参加者の興味を引くテーマであることを実感した。 

報告者は「喚起的な繋がり：ボツワナにおける移住政策とサン（Evocative Bonds： A 

Relocation Policy and the San in Botswana）」という題名で発表した。発表の内容は、近代化政

策や他民族との接触の過程の中で、狩猟採集社会自身が弱者としての記憶を再構築し、また

アイデンティティを反映させた「私たち」としての繋がりを見せているようすを明らかにし

たものである。近年国際的にも注目されている、ボツワナにおける埋葬に関する裁判を扱っ

たため、沢山の質問やコメントをもらい、多くの参加者から興味を持ってもらえた。 

パネルでは、全体の総合討論が設けられ、口頭発表者同士のディスカッションや全体から

の質疑応答の時間が約 1時間設けられた。パネルを通して、今のアフリカにおいて「家族」

とは何かや「記憶の実践のあり方」など、報告者自身も問いとしてきたことを議論すること

ができ、とても充実した時間であった。パネルが終了した後も、発表と議論を聞いてくださ

った研究者の方々がコメントをしにきてくれ、国際学会で口頭発表することの意義を実感

した。また、今回の発表の内容は、国際ジャーナルに発表する予定の論文の内容であった。

研究者との議論が、私自身が面白みを感じている点と合致しており、論文を投稿する前に自

信をもらった。この助成金により得ることのできた経験を今後の研究に活かしていきたい。 


